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i）10　月　の　説　金：

町　県　民　税（第3期）納　期10月16日（水）－31日（木）

こ　の　社　会　　あ　な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る

◎町税の納税iお便利で安心な口座振替で〈／

お申込みIお金融機関へ。

殿扱金融機関iお遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行です。



第372号　　　　　　　　　　　　　　　　塵⑯鍔の餅’（2）

昭
和
6
1
年
4
月
1
日
か
ら

朝
誹
引
］

国
民
年
金
の
し
く
坊
が
－

⑥
老
齢
基
礎
年
金

受
け
ら
れ
　
る
条
件

新
し
い
年
金
制
慶
が
来
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

新
し
い
年
金
制
度
は
二
王
世
紀
の
商
館
化
社
会
に
も
、
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
も
な
内
容
は
、

⑧
国
民
年
金
の
加
入
範
囲
が
自
営
業
な
ど
の
人
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
、
そ
の
奥
さ
ん
に
も
広
げ
ら
れ
ま
す
。

⑧
　
国
民
全
貝
が
共
通
の
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
婦
人

の
毎
金
権
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

⑤
　
年
金
を
う
け
る
人
と
保
険
料
を
支
払
う
人
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
ま
す
。

④
障
害
者
の
年
金
が
改
醤
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
年
金
制
慶
の
し
く
み

C
　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
で
六
十
墟
宋

国

民

年

金

は

共

通

の

基
　
礎
　
年
　
金

国
民
年
金
は
、
自
営
業
な
ど
の
人
だ
け
で

な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
奥
さ
ん
に
も

共
通
す
る
基
礎
年
金
が
う
け
ち
れ
る
制
度
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が
あ

る
人
に
は
、
基
礎
毎
金
に
あ
わ
せ
て
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
報
酬
比
例
の
年
金
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

●
第
二
号
被
保
険
者

●
厚
生
年
金
な
ど
の
被
保

険
者

＜
加
入
す
る
人

（
強
制
加
入
）
＞

二
十
蘭
か
ら
六
十
駿
東
満
の
自
営
業
な
ど

の
人
や
、
厚
生
年
金
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
そ
の
奥
さ
ん
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

一
守
ろ
う
年
金
三
原
則
　
…

…
◇
も
れ
な
く
加
入
　
　
　
）

…
◇
保
険
料
完
納
　
　
　
（

…
◇
疑
問
の
点
は
な
ん
で
も
∴
…

…相談　　　　〉

～

～

…

～

…

～

…

～

…

～

…

．

～

…

〕

久
任
意
加
入
で
き
る
人
＞

〇
二
十
歳
か
ら
六
十
五
璧
蒲
の
人

・
外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
撥
か
ら
六
十

五
壁
木
浦
の
人

・
二
十
歳
以
上
の
学
生

・
六
十
壁
東
浦
の
老
齢
、
退
職
年
金
を
受

け
て
い
る
人

●

加
入
者
の
種
類
は
三
つ

●
第
一
号
被
保
険
者

●
2
0
歳
以
上
0
0
歳
末
満
の

自
営
業
者
な
ど

●
第
三
号
被
保
険
者

●
厚
生
年
金
な
ど
の
被
保

険
者
の
奥
さ
ん
で
2
0
歳

以
上
0
0
歳
末
満
の
人

潤
の
人
（
大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）

〇
　
二
十
五
年
以
上
加
入
で
麗
類
間
を
満

た
し
た
入

日
　
六
十
五
歳
か
ら
（
な
お
、
大
正
十
五
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
現
行

ど
お
り
の
扱
い
で
す
）

謹
書
墨
書
覇

月
額
五
万
円
（
昭
和
五
十
九
年
度
価
格
）

こ
の
額
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
議
ま
で
の
四

十
年
間
、
保
険
料
を
納
め
た
人
で
す
。

ま
た
、
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
昭
和

三
上
ハ
毎
四
月
一
日
で
、
二
十
賎
以
上
の
人

は
、
六
十
魂
ま
で
の
聞
、
四
十
毎
の
加
入
期

間
を
満
た
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
人
も

旧
知
三
十
六
年
内
月
か
ら
六
十
酸
ま
で
す
べ

て
の
期
間
保
険
料
を
納
め
た
勘
合
は
、
月
額

五
万
円
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

料
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る
と
減
額

さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
役
場
福
祉
課
年
金
係

へ
ど
う
ぞ
。
　
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4
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＼
“
ソ

続
吐
喧
賀
町
文
学
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅶ
）

新
し
い
島
田
橋
の
ほ
と
り
か
ら
東
の
方
を

み
る
と
、
水
巻
の
山
々
が
紺
青
に
染
ま
り
、

塾
前
坊
と
呼
ば
れ
る
尖
晦
が
何
よ
り
美
し
い

容
を
み
せ
る
。

「
高
瀬
日
記
」
に
、
次
の
よ
う
に
哲
か
れ

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

I
こ
の
わ
た
り
は
い
と
も
よ
く
打
ほ
れ

て
、
遠
近
の
山
と
も
あ
ざ
や
か
に
み
ゆ
。
中

に
も
め
づ
ら
し
く
覚
ゆ
る
は
、
浅
川
む
こ
の

上
な
る
白
の
晦
な
り
。
此
山
を
ひ
の
み
ね
と

し
も
云
ふ
な
る
は
、
沖
ゆ
く
舟
な
ど
の
風
に

な
や
ま
さ
れ
て
、
や
み
の
夜
に
ゆ
く
か
た
、

に
と
る
べ
き
だ
づ
さ
な
ぎ
が
、
比
和
に
祈
れ

ば
火
の
光
見
え
て
ま
よ
は
ず
。
さ
れ
ば
こ
れ

に
も
と
う
け
り
と
な
む
。

秋
務
も
た
ち
は
へ
た
て
す
て
り
わ
た
る
こ

の
日
の
み
ね
の
山
の
も
み
ち
は
　
栄
子

此
山
よ
り
少
し
南
の
か
た
に
古
薦
あ
り

此
む
ら
に
お
は
せ
る
神
は
、
天
正
の
こ
ろ
の

文
書
に
、
久
賀
大
明
神
と
記
せ
り
。
普
こ
の

む
ら
を
久
賀
村
と
い
ひ
け
ん
を
、
後
に
古
賀

村
と
改
め
た
る
に
や
。
さ
れ
ど
も
古
に
国
衝

を
お
か
れ
た
る
所
な
ら
は
さ
に
て
も
あ
ら
じ

か
。
村
の
上
に
山
あ
り
。
永
禄
の
比
、
麻
生

睦
美
と
云
ふ
人
す
め
り
し
よ
し
な
り
。
今
其

あ
と
に
豊
前
坊
の
社
を
い
は
ひ
て
堂
前
坊
山

と
云
ふ
。
此
山
の
少
し
下
の
方
に
久
義
の

あ
と
あ
り
。
I
I

壁
的
坊
山
の
美
し
い
円
錐
形
は
、
平
野
の

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
。
ま
だ
初
秋
な
の
で

一
面
に
緑
で
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
秋
が
た

け
な
わ
に
な
る
と
紅
葉
が
美
し
く
山
を
寧
っ

こ
と
だ
ろ
う
。

昔
、
広
漠
か
ら
渡
し
船
が
、
こ
の
山
の
麓

の
古
賀
に
着
き
、
足
原
と
い
う
と
こ
ろ
を
通

り
、
折
尾
の
日
吉
へ
通
じ
て
い
た
と
聞
く
。

通
は
更
に
則
松
か
ら
上
上
津
役
、
鳴
水
と
通

じ
、
小
倉
方
面
へ
出
だ
の
だ
ろ
う
。

遠
い
山
の
景
色
に
目
を
と
ら
れ
て
、
土
手

遠

賀

町

文

化

祭

を
歩
く
。
鹿
渡
小
学
校
で
は
迦
勅
場
に
た
く

さ
ん
の
赤
と
白
の
帽
子
が
と
び
は
ね
て
い
る

秋
の
運
動
会
が
近
づ
い
て
い
る
か
ら
だ
。

川
ペ
り
は
、
い
ま
満
ち
潮
と
き
で
、
水
は
勢

い
よ
く
上
流
へ
上
流
へ
押
し
あ
げ
ら
れ
て
ゆ

く
。
釣
り
を
す
る
人
た
ち
の
鈴
の
音
が
、
時

々
ひ
び
き
、
い
そ
が
し
く
竿
を
持
ち
あ
け
、

リ
ー
ル
を
手
早
く
巻
く
。

た
ち
ま
ち
光
る
魚
が
秋
の
空
に
頗
る
の
壱

見
る
。
魚
は
ボ
ラ
か
。

霞
の
穂
が
白
く
吹
か
れ
る
岸
辺
の
魚
滴
に

は
、
今
日
の
釣
果
が
涼
し
い
音
を
た
て
る
。

国
道
一
一
膏
の
橋
を
く
ぐ
り
、
鉄
道
の
橋
の

見
え
る
あ
た
り
、
苦
こ
の
あ
た
り
に
芦
屋
鉄

道
の
稔
が
あ
り
、
首
の
長
い
虚
実
の
機
関
車

が
、
甘
え
る
よ
う
な
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
通
っ

た
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
（
片
山
花
街
史
）

「
菊
溝
ゆ
り
し
　
　
　
　
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
搬
入
、
搬
出
に
つ
い
て
は

の
っ
と
い

同
時
－
舶
磨

出
品
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

・搬入
7
日
（
＊
）
暗
時
～
残
高

鸞

匠

は

胃

∫
主
上
「
は
は
は
信
惇
晶
席
上
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ユキノシタ

戦
没
者
慰
霊
祭
が
あ
り
ま
す

遺
族
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り
慰
澄
祭
が

挙
行
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所
屈
さ

れ
て
い
な
い
人
で
、
敵
襲
祭
に
参
列
希
望
者

は
、
十
月
十
四
日
ま
で
に
役
現
福
祉
課
福
祉

係
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
ュ
0
月
ュ
7
日
（
木
）

1
0
時
0
0
分
～

▽
場
所
慰
霊
塔
前
（
遠
賀
中
学
段
々

庭）雨
天
の
場
合
は
遠
賀
申
叢
体

育
館

野

草

教

室

を

中
英
公
民
館
で
は
、
身
近
か
な
自
然
と
野

草
を
食
生
活
に
取
り
入
れ
、
蝕
蹟
な
身
体
の

育
成
を
め
ざ
す
野
草
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開

き

ま

す

▽
期
　
間
　
n
月
～
昭
和
6
1
年
3
月

六
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
中
共
公
民
館

▽
定
　
員
　
三
十
名
（
先
着
順
）

▽
料
　
金
　
材
料
費
と
し
て
克
百
円

▽
申
込
締
切
　
ュ
0
月
2
5
日
（
金
）

▽
申
込
先
馨
曇
員
会
社
会
務
菅
深

㊥
（
2
9
3
）
1
3
5
5

●

定
年
延
長
の

促
進
に
つ
い
て

栢
同
県
労
働
部
職
業
安
定
課

我
が
国
の
人
口
は
、
他
の
先
進
国
の
三
－

四
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
し
て
お
り
、
そ

れ
に
と
も
な
い
労
働
力
人
口
も
予
想
以
上
に

急
速
に
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
社
会
の
活
力
を

維
持
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々

の
企
業
に
お
い
て
高
年
齢
者
の
労
働
能
力
を

有
効
活
用
し
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
こ
の
窓
味
で
定
年
延

長
は
強
い
社
会
的
要
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
省
を
は
じ
め
、
県
・
公
共
職
業
安
定

所
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
即
応
す
る
た
め
「

昭
和
六
十
年
璧
ハ
十
歳
定
年
の
一
般
化
」
の

実
現
を
目
標
と
し
各
企
業
に
対
し
て
走
年
延

長
の
指
導
や
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
企
業
が
定
年
延
長
に
取
り
組
ま
れ

る
蟄
口
に
は
、
賃
金
・
退
職
金
制
度
、
入
部

管
理
制
度
等
に
つ
い
て
多
く
の
課
題
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
解
決
の
た
め

に
、
専
門
の
定
年
延
長
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
無

料
で
企
業
に
出
向
い
て
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

は
定
年
延
長
を
奨
励
す
る
た
め
、
実
施
企
業

に
対
し
て
一
定
の
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま

す。
詳
細
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

期

限

切

れ

に

な

る

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
替
え
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
航
法
に
よ
り
、
使
用

期
限
が
八
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
道
局
の
寅
任
で
毎
年
定
期

的
に
取
替
え
工
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

壁
面
の
取
替
え
工
心
を
十
月
十
五
日
頃
か

ら
始
め
ま
す
。

整
え
戸
数
は
、
遠
賀
町
内
五
八
〇
戸
で

す
の
で
、
骸
当
す
る
家
庭
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
審
な
点
は
、
中
間
水
道
局
遠
賀

営
業
所
（
遠
賀
町
役
地
内
）
　
（
館
）
2
9
3

1
2
3
4
へ
お
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。

田
園
団
扇
田
圃
器
困
困

－
　
国
民
金
融
公
庫
八
幡
支
店
　
－

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
皆
様
の
こ
要
望
に

そ
え
る
よ
う
年
末
賞
金
の
取
り
扱
い
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
利
鞘
の
節
は
気
醇
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
額
　
二
千
五
百
万
円
以
内

（
特
定
の
使
途
に
か
か
る
設
備

資
金
は
三
千
五
百
万
円
以
内
）

▽
融
資
期
間
・
運
転
資
金
五
毎
以
内

o
設
備
資
金
十
年
以
内

（
特
定
の
使
途
に
か
か
る
設
備

資
金
は
十
三
年
以
内
）

▽
利
　
率
　
毎
七
・
二
郎
（
十
年
超
の
勘
合

は
年
七
・
三
郎
）

▽
返
∴
済
　
元
金
均
等
払
い
ま
た
は
元
利
均

●

等
払
い

こ
の
ほ
か
、
薬
種
、
資
金
使
途
に
よ
り
三

千
五
百
万
円
ま
で
こ
利
用
い
た
だ
け
る
御
慶

も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
金
樹

公
麿
八
幡
支
店
馳
落
籍
該
係
　
八
幡
西
区
黒

崎
3
の
1
の
1
　
秘
（
6
4
1
）
1
1
1
5

郷
土
文
化
研
究
会

十
月
　
の
　
例
会

▽
日
　
時
－
m
月
1
9
日
（
土
）

⊥3時50分－

▽
助
　
所
　
出
央
公
民
館

▽
内
容
　
「
若
宮
・
小
金
原
の
戦
」

発
表
者
　
福
島
茂
雄



カッパのシーズン終了
一書門小の水泳スポーツ少年団記録会－

9月8日、プールのシーズンとも別れを告げる少年団の記録

会が間中プールで行われました。当日参加した102名の団員は、

夏休みの間毎日練習してき7こ成果を十分iC発揮し、ほとんど夏

休み緬の記録を更新していました。

言，率　　　　　遍、 �����i鴫‾ 

田 園は膳！ � �夷報国90000葵 � �醇 

∴∴千　∴＋ �� � � 

〃uSO書○ ��889nO ��・一∴1一・ 

∴二三二二言： ����蓋謬黍整髪 �＼∴一∴ ー（＼欒＼＼、 
＼達i襲議逮議墾姦嚢＼童義蒸発薬篭 ����� 

国民団悶駿麗謎義経 ���蒙撃墜窒謹讃 i一一遊資蓬＼ �∴÷“－ 

諒闇
。仙崎

Sd叫ooJ嚢小串

乾き′・′∪）9－渇　く濃剛物部〉

道路交通情勢調査

ご協力　く　だ　さ　い

このたび、建設省と福岡県では、将来の

通路の整備計画簿をたてる資料とするため、

10月16日（水曜日）に道路交通情勢調査を

実施することになりました。

この調査は、「皆様が日頃の生活の中で、

自動車をどのように使われているか」を調

べろもので、5年に一度全国一斉に実施し

ているものです。

つきましては、調査日の2－3日前に調

査員が県下約23，000出揃を訪問し、調査票

を配布しますのでよろしくご協力ください

ますようお願い申し上げます。

なお、こ記入いただきました内容を、目

的外に使用することは絶対にありません。

囲間心
筋⑬庭）－iO（

と
と
も
に
、
紅
柴
に
染
ま
る
大
自
然
と
の
ふ

れ
合
い
の
中
で
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深

め
る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
季
刊
篇
聾
者

は
、
馨
暴
風
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
n
月
2
日
－
3
日

日
杢
一
天

越
山
の
ひ
と

つ
で
あ
る
英

彦
山
の
歴
史

と
修
験
者
の

佳
活
を
学
ぶ

短
剣
道
（
小
太
刀
）

会

員

募

集

▽
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日

▽
時
　
間
　
9
時
～
n
時

▽
場
所
　
第
一
武
道
場

▽
対
　
象
　
二
十
歳
以
上
の
男
女

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
　
神
谷
政
美

＄
（
2
9
3
）
1
2
6
1

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

▽
会
場
福
岡
県
立
実
費
山
背
年
の
家

▽
締
　
切
　
1
0
月
2
1
日
（
月
）

「
莫
彦
山
の
紅
葉
と
史
跡
を
訪
ね
て
」

参
　
加
　
者
　
募
　
集

出
題
　
本
四
訪
　
武
宮
　
正
樹

意
先
　
生
き
・
S
字
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
辺
に
あ
る
白
石
に
注

意
を
は
ら
っ
て
眼
形
を
作
る
。

3
分
で
2
綴
、
ノ
ー
タ
イ
ム
で
宥

殿奮。

出
報
　
＾
殿
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
初
手
に
マ
ギ
レ
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
お
考
え
く
だ
さ
い
。

用
命
で
2
艇
、
5
分
で
初
段
。

持
勘
　
合

－
一
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九



公囲鍔の彿（6）

花田　絵理香ちゃん　　別田　雪江ちゃん

（翼佐子さんの政）　（若美掌さんの政）
昭和59年11月25日生　　　　　昭和59年12月4自生

「総理ブー」です。ブタきん　　コンニチワ／エキュですoこ

築楽器端整謙譲
んてへっちゃらよ・／おてんば給　われています。私、女の子で

理香に皆んなハラハうでず。

鵡 �大事な目・・・ ・・・大切に 10月10日は 「日の愛護デー」 
苔かれている薬は、冷蔵庫に入れておくとよい

でしょう．

0子供の手の届かない所に保存を
小さな子供のいる家寝ては、十・供の子の届か

ない場所に保管しましよう。子供かお菓子と間

連え、誤って飲んて’は天変で－す。冷蔵庫に保存

する薬も同様です。子供にiま、薬が食べ物と遭

架のビンはなせ色がついて

いるのだろう？

病院や薬局の薬棚に並べられた茶色の薬ビン
－。薬のビンには、なぜ色の着いたもの

が多いのでしょうか。

薬は、何種類もの成分が微妙に配合され

ており、戯分の中には光に当たると効き伊）

の落ちるものが少なくありません。薬ビン

が茶色なのは、光を遮断し薬の効用を保つ
“保存の工夫〝　というわけです。

このように、ビン一つとっても薬には細心の

注意が払われていますが、みなさんのこ家庭て

は、薬の取り扱いは万全て●しょうか。

薬は、湿気、日光、高温を嫌います。保存の

ポイントは、（D光に当てないて②涼しい所に置

くことです。また、「冷所に保存」と説明聾に

うことをよく教えて、ビニール袋など

てくるんておきましょう。

○季節の変わりめに薬のチェックを

使用期間の過ぎた薬や古くなった薬

は捨てましょう。変色したi）、変形し

ているもの、ヒ亡割れや異臭のする薬

も同じです。

季節の変わりめに、家庭の常備薬のチェック

をするのは主婦の大切な仕事。家庭の中で工手

に薬とつきあうことが、豪族の健康維持にもつ

ながっていくのて’す。

；ト薬と健康の週間10月17日～23日1

日
本
て
ん
か
ん
協
会

第
1
2
回
全
国
大
会
開
催

▽
日
　
時
　
0
0
年
日
月
3
日
、
n
月
4
日

▽
場
所
福
岡
市
部
久
志
会
館

▽
聞
合
先
　
福
岡
市
西
区
壱
岐
団
地
1
2
7

－
6
　
熊
丸
泰
子
　
0
9
2
（

8
1
1
）
5
1
1
9

▽
期
　
日
　
m
月
2
1
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
－
同
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
色
箸
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
特
番
晶
　
母
子
手
態
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

▽
料
金
　
籠

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
蕾
的

▽
内
　
容

▽
料
　
金

1
0
月
％
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。役
彊
室

妊
蔵
婦

和
実
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

産
前
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
手
帳
交
付

無
料

詣
祷
娼
婦
申
談

鰹
願
と
衛
唖
の
ペ
∴
＝
ジ



億鷹時の腺拍数と呼吸数（1分間）

成人で安静時の脈拍数が1分間100以上を

頻尿、60以下を徐脈といいます。】鎮脈は心

臓など（こ異常があるときになります。徐脈

は息苦しいなど、強い自覚症状がない場合
はあまり心配はいりません。

子
宮
ガ
ン
の
あ
ら
ま
し
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

最
近
タ
バ
コ
と
ガ
ン
の
こ
と
が

振
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子

宮
ガ
ン
と
も
関
係
が
あ
る
の
で
す

か。
今
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
喫
煙
者
に
は

肺
ガ
ン
が
多
く
、
次
に
冒
ガ
ン
が
多
い
と
言

わ
れ
た
の
で
す
か
、
子
宮
ガ
ン
も
タ
バ
コ
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
論
文
が
沢
山
見

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
タ
バ
コ
の
中
に
ガ
ン

を
作
る
物
質
が
あ
る
の
で
す
か
。

難
し
い
問
題
で
す
。
人
類
の
細
胞
に
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ

く
ら
い
、
精
巧
で
大
か
か
り
な
遺
伝
情
報
が

組
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
装
櫨
の
特

定
の
部
分
に
故
障
が
起
る
と
ガ
ン
に
発
展
し

ま
す
。
故
障
を
起
す
の
は
ウ
イ
ル
ス
（
極
小

の
病
原
体
）
や
放
射
物
質
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
の
中
の
細
胞
毒
は
、
ガ
ン
が
起

り
や
す
い
状
態
に
す
る
外
因
の
働
き
を
し
ま

す。

喫
煙
女
性
に
ガ
ン
が
多
い
の
は

こ
れ
ら
の
婦
人
は
タ
バ
コ
を
喫
う

男
性
と
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
の
影
番
で
は
な
い
の
で
す
か
。

そ
れ
も
一
理
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
怪
が

喫
短
す
る
と
夫
婦
そ
ろ
っ
て
喫
煙
す
る
率
が

高
く
、
そ
の
た
め
女
蛙
の
身
体
も
汚
染
さ
れ

子
宮
ガ
ン
発
生
の
遠
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
外
国
の
統
計
で
す
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ

（
セ
イ
ロ
ン
烏
）
で
は
タ
バ
コ
の
薬
を
か
む

風
習
が
あ
り
、
こ
れ
と
口
舷
ガ
ン
と
の
関
係

が
欝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
バ
コ

を
か
む
習
慣
の
強
い
大
穂
、
子
宮
ガ
ン
の
危

険
が
大
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

喫
煙
女
性
は
子
宮
ガ
ン
か
ら
予

防
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
一
に
経
費
色
葉
を
食
べ
る
こ
と
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
A
（
ニ
ン
ジ
ン
に
多
い
）
は

子
宮
ガ
ン
に
限
ら
ず
、
冒
ガ
ン
、
腑
ガ
ン
の

予
防
に
有
効
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B
、
C
も
充

分
と
っ
た
方
が
よ
い
よ
う
で
す
。

第
二
は
魚
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。
魚
を
沢

山
食
べ
る
人
は
、
同
じ
磐
箸
で
も
食
べ
な

い
人
よ
り
危
険
が
少
な
い
こ
と
が
統
計
で
分

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
栄
養
矛
高
め
て
い
れ

ば
発
ガ
ン
も
少
な
い
と
言
つ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
子
宮
ガ
ン
が
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
南
米
な
ど
の
栄
養
状
態
の
思
い
後
進
国

で
は
き
わ
め
て
多
い
事
実
を
考
え
る
と
、
子

宮
ガ
ン
予
防
の
対
軍
上
栄
養
は
一
番
大
切
な

問
題
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
つ
つ
く
）

測
り
、
二
倍
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、

脈
が
不
規
則
な
場
合
や
心
臓
の
具
合

が
悪
い
場
合
は
正
し
く
一
分
間
測
り
、

脈
粕
の
強
弱
や
間
隔
な
ど
も
調
べ
で

く
だ
さ
い
。

一
般
的
に
入
浴
や
運
動
、
食
草
の

ます。脈
拍
の
数
え
方
　
　
漢
病
状
の
観
察
看
脈
・
呼
吸
・
の
ど

見
な
が
三
一
十
－
健
康
時
の
状
態
を
知
っ
て
お
ぐ

秒
間
の
脈
拍
数
を

脈
拍
数
や
呼
吸
数
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
な
と
き
の
状

態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
脈
を
測
る

脈
は
、
ふ
つ
う
手
首
の
親
指
側
に

あ
る
榛
骨
動
脈
で
測
り
ま
す
。

病
人
の
腕
を
楽
な
位
置
に
お
き
、

測
る
人
は
、
人
指
し
指
、
中
指
、
薬

指
の
三
本
を
横
倍
動
脈
に
軽
く
あ
て
、

親
指
は
手
首
を
は
さ
む
よ
う
に
支
え

毒
書
面
の

〔
用
言
出
田

あ
と
、
熟
の
高
い
と
き
な
ど
は
脈
拍

数
が
多
く
な
り
ま
す
。

▼
呼
吸
を
測
る

呼
吸
教
は
、
み
ぞ
お
ち
の
上
下
運

動
の
回
教
を
一
分
間
数
え
ま
す
。
ま

だ
、
手
を
病
人
の
胸
や
腹
部
に
軽
く

あ
て
て
測
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

呼
吸
数
は
意
識
的
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
脈
を
み
ろ
ふ
り
を

し
て
病
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
測

る
よ
う
に
し
ま
す
。

呼
吸
が
弱
く
て
測
り
に
く
い
と
き

は
、
紙
片
を
鼻
孔
に
近
づ
け
て
動
き

を
見
た
り
、
鏡
を
鼻
孔
に
近
づ
け
て
、

そ
の
く
も
り
を
み
て
測
り
ま
す
。

▼
の
ど
を
見
る

の
ど
は
、
い
つ
も
〝
過
酷
な
状
態
〟

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
　
－
　
呼
吸
に

よ
っ
て
入
っ
て
く
る
空
気
中
の
チ
リ

や
病
原
菌
を
含
む
細
菌
、
そ
れ
に
熱

い
食
べ
物
や
冷
た
い
飲
み
も
の
な
ど

の
〝
通
り
道
〟
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
の
ど
を
守
る
の
が
、
入
口
に

あ
る
リ
ン
パ
鵬
で
放
鵬
と
い
い
ま
す
o

子
供
は
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が

弱
い
た
め
、
よ
く
扁
桃
が
赤
く
な
り

は
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
供
の
病

気
で
は
の
ど
の
観
察
が
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
痛
む
と
き
だ
け

で
な
く
、
発
熱
の
と
き
も
必
ず
の
ど

を
見
て
、
赤
く
な
っ
て
い
た
り
、
斑

点
が
あ
ら
な
ど
ふ
だ
ん
と
異
な
っ
た

状
態
で
あ
れ
ば
医
師
に
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。
の
ど
を
見
る
と
き
は
、
病
人

の
顔
を
明
る
い
ほ
う
に
向
け
て
大
き

く
口
を
開
け
さ
せ
、
「
あ
ー
」
と
声
を

出
さ
せ
る
か
、
口
を
開
け
た
ま
ま
息

を
吸
い
こ
ま
せ
ま
す
。

舌
の
か
け
に
な
っ
て
見
え
に
く
い

と
き
は
、
ス
プ
ー
ン
の
柿
な
ど
で
吉

の
や
や
奥
を
軽
く
お
さ
え
て
、
「
あ
ー
」

と
声
を
だ
さ
せ
ま
す
。

観
察
の
結
果
、
の
ど
に
異
常
が
見

ら
れ
だ
と
き
は
、
使
っ
た
ス
プ
ー
ン

な
ど
に
ば
い
菌
が
つ
い
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
後
で
十
分
間
く

ら
い
煮
沸
し
て
消
毒
を
し
て
く
だ
さ



照の逮質寄蓋璽結審義一下

日 �曙 �行　事　内　容1時　間i実施会場（担当係名i蝦や終了時問など　車細 

、16 �水 �王＿二二三土語≧。。 ��中央公民可保鰯生係 ��申込者のみ � 

誓章二帯会謹書‾‾二千 
17 �木 

整∴∴督　　余　　韻 �中一i警響引社会教育係匿諜報 ���� 
18 �金 �I短祉講∴睡⑤車　上輔車言「議了予定　I 

21 �月 �乳　児　相　中：30－10：00 ��役醜窒匡縫係i3－6カ月児‾下‾ 

22 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30一　役醜重圧偉観係惇掌卿i∴幸一ジ 

23 �水 �婦人王＿中央公民鎮圧会弼i離籍叢i 直撃）合同相中：00－16車民鵬南欝璧惇続糠科i 

24 �木 

25 �金 �福祉講座⑥113：00一i公民中福祉係層了予定　！ ����� 

25 （ 31 �金 （ 木 �毒璽誓弼申0－17：00麿籠i髄縫係南畿続日 �����9月10日‾ 

27 1 �田 � �9三＿堕し竺＿竺中郡申込制i 
硬式テニス大会19：00一　陣聖 ���体育係 　　i �言言語；㌃T‾‾‾‾‾ 

（ 31 �（ 木 �苓I整磐轡引　一17：00陸籠i社会教育係十化祭は11月8日－10目上ジ 
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け
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み
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全
国
肪
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妃
運
動
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空
き
巣
ね
ら
い
が
．
ひ
と
仕
部
に
．
と
日

を
つ
け
る
カ
ギ
I
I
そ
れ
が
円
筒
鍵
で
す
。

最
近
で
は
、
扱
い
が
簡
単
な
こ
と
も
あ
っ

て
、
玄
関
用
に
か
な
り
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
空
き
巣
ね
ら
い
の
目
の
つ
け
と

こ
ろ
な
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
細
工
で
カ

ギ
が
あ
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
円
筒
錠
の
欠

点
で
、
防
犯
上
は
感
心
で
き
ま
せ
ん
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カ
ン
ヌ
キ
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つ
い
て
い
る
シ
リ
ン
ダ
ー
箱

錠
に
取
り
替
え
る
の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。
さ

も
な
け
れ
ば
、
円
筒
錠
に
補
助
錠
を
取
り
付

け
た
り
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
る
こ
と

を
お
す
す
の
し
ま
す
。

補
助
錠
を
つ
け
る
場
合
は
、
頭
の
芯
さ
と

か
、
ひ
ざ
の
位
厘
な
ど
の
と
こ
ろ
に
取
り
付

け
る
の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。
空
き
巣
ね
ら
い

は
、
不
自
然
な
溶
費
を
さ
ら
う
か
ら
で
す
。

ま
た
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
は
、
ド
ア
の
ス

半
間
を
ふ
さ
ぎ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
針
金
に
よ

る
．
小
細
工
か
ら
玄
関
を
守
っ
て
く
れ
ま

す。
と
も
あ
れ
、
カ
ギ
の
惣
櫛
は
十
分
で
も
、

か
け
忘
れ
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
ち

ょ
っ
と
の
外
山
に
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
、
隣

り
近
所
に
ひ
と
苗
か
け
る
な
ど
十
分
注
憩
し

ま
し
ょ
う
。
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